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秋
色
の
風
に
誘
わ
れ
て
、
桜
川
市
の
名
所
を
訪
ね
る
小
さ

な
旅
を
し
ま
し
た
。

　

桜
川
市
の
名
の
由
来
に
な
っ
た
、
桜
川
の
源
流
、
鏡
ヶ
池

（
岩
瀬
地
区
）
か
ら
椎
尾
山
薬
王
院
（
真
壁
地
区
）
ま
で
、

北
か
ら
南
に
旅
を
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
風
景
を
カ
メ
ラ

に
収
め
て
み
ま
し
た
。

１ 鏡
かがみがいけ

ヶ池（岩瀬地区）
  鏡ヶ池は、謡

ようきょく

曲「桜川」で知られる

桜川の水源地で、笠間市と境をなす

鍬
くわが ら

柄山を源流としています。この池

は、どんなに日照りが続いても水の

枯れることがないそうです。

２ 富
とみ や さ ん

谷山小
お や ま じ

山寺（岩瀬地区）
　天平7（735）年、聖武天皇の勅願

によって行基菩薩が開山したと伝え

られ、開運・安産・子育ての祈願所

として多くの人に信仰されています。

また、三重の塔は国の重要文化財に

指定されています。

３ 雨
あまびきさん

引山楽
ら く ほ う じ

法寺（大和地区）
　雨引観音とも呼ばれ、中国から帰

化した法輪独守居士が用明天皇2

（587）年に開山したと伝えられる古

刹です。その後、弘法大師によって

真言宗の道場となり、現在は安産子

育ての霊場として広く知られる、関

東屈指のお寺です。桜の名所でもあ

り、毎年6月にはアジサイ祭も開かれ

るそうです。遠くには科学技術のメ

ッカ、つくば研究学園都市が一望で

きます。

４ 花
はな

の入
いり

公園（大和地区）
　加波山中腹の自然の地形を活かし

て造られた公園で、芝生の広場・東屋・

遊歩道や石彫モニュメント・アスレ

チックなどが整備され、楽しいひと

ときを過ごすことができました。

５ 真壁の町並み
　真壁町

ちょう

を歩いて、たくさんの懐か

しい風景に出会いました。真壁町
ちょう

は、

戦国時代に真壁城の城下町として成

立し、江戸時代には現在とほぼ同じ

町並みが完成したそうです。 商業の

中心地として大きく栄え、見世蔵、

土蔵、薬医門などの文化財が数多く

残されています。

６ 椎
しい お ざ ん

尾山薬
かく お う い ん

王院（真壁地区）
　標高200ｍの椎尾山中にあり、延元

（782）年、最仙上人が開山したと伝え

られる古刹です。全山が樹齢500年に

及ぶスダジイ（椎）の樹
じゅそ う

叢に覆われ

ていて、堂塔はじめ全山の樹木山水
に至るまで、荘厳なたたずまいを奏
していました。また、その中に県指
定文化財になっている、荘厳な三重

の塔が建てられています。
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第19回岩瀬町民祭

第６回世界みかげ石引き
選手権大会

一般の部

　　優　勝　AKATUKA

　　準優勝　ミートパビリオン

　　第３位　インターセプトA

女子の部

　　優　勝　ジョンソンつくば

　　準優勝　ちょっと短髪

　　第３位　いわせ国際交流友の会B

中学生の部

　　優　勝　NTT

　　準優勝　Y3

　　第３位　モップ

　

第
19
回
岩
瀬
町
民
祭
が
９
月
22
日
か

ら
９
月
26
日
に
か
け
て
岩
瀬
総
合
運
動

公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
デ
ー
の
９
月
23
日
は
、
岩
瀬

西
中
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
岩
瀬
東
中

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
出
演
し
た
セ
レ
モ
ニ

ー
を
合
図
に
「
健
康
ま
つ
り
」「
商
工
祭
」

「
い
わ
せ
そ
ば
ま
つ
り
」
な
ど
が
開
か

れ
、
青
空
の
も
と
延
べ
８
千
人
を
超
え

る
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

世
界
み
か
げ
石
引
き
選
手
権
大
会
に
優
勝
し
た
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ａ
の
み
な
さ
ん

大
洗
高
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏

岩
瀬
痩
舞
会
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

大
道
芸
フ
ェ
ス
タ

岩
瀬
痩
舞
会
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

野
点

お
い
し
い
「
も
ち
」
を
つ
き
ま
し
た

日
本
一
お
い
し
い
「
常
陸
秋
そ
ば
」

豪
快
に
２
２
０
kg
の
み
か
げ
石
を
引
く
選
手
の
み
な
さ
ん
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ニュース＆トピックス

　10月7日（金）、平成17年桜川市議会第一回臨時会

で、議長・副議長選挙が行われ投票の結果、桜川市

の初代議長に 今井 房之助 氏（旧大和村議会・75歳・

通算4期目・写真右）、副議長に 塚本 明 氏（旧真壁

町議会・63歳・通算4期目・写真左）が選出されま

した。

初代市議会議長に今井房之助氏、副議長に塚本明氏が選出
初
代
市
議
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
、  

今
井  

房
之
助  

氏
（
右
）
と

副
議
長
に
選
出
さ
れ
た  

塚
本  

明
氏
（
左
）

岩瀬東部営農集団が農林水産大臣賞を受賞
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
、
岩
瀬
地
区
の
東
部
営
農
集
団
の

み
な
さ
ん

地域安全・暴力追放県民大会で表彰
第
27
回
地
域
安
全
・
暴
力
追
放
茨
城
県
大
会
に
出
席
し
た
、
桜
川

地
区
防
犯
協
会
の
み
な
さ
ん

　岩瀬東部営農集団（東友部・宮山善雄代表）が、

第33回全国豆類経営改善共励会における集団の部

で、農林水産大臣賞を受賞しました。

　同集団は、ブロックローテーションによる転作大

豆の作付けで、土作りなど大粒化へ取組み、生産技

術の向上による収益性の確保と経営改善により、栄

えある受賞となりました。

　今後も、地域の担い手としてご活躍していただく

ことを期待いたします。

　水戸市の県立県民文化センターで、「第27回地域

安全・暴力追放茨城県大会」が開催されました。そ

の席上で、地域の犯罪防止に大きな貢献があった方

に表彰があり、本市からは、全国防犯協会銅章に谷

中薫さん（青木地区・写真左から2番）、地域安全功

労者に草間茂夫さん（真壁町
ちょう

東矢貝地区）・橋本位知

朗さん（友部地区）、優良防犯連絡員に井坂稔男さん

（真壁町
ちょう

長岡地区）・石嵜操さん（坂本地区・写真右

から4番目）・大塚静さん（金敷地区・写真左から3

番目）・小松崎修好さん（小塩地区）・増田廣さん（真

壁町
ちょう

真壁地区・写真左端）が表彰を受けました。

　10月3日（月）、本橋久夫さん（金敷地区・67歳）が、

大和庁舎で原付50ccナンバーの第1号を申請し、「桜

川市 い 1」を手にしました。本橋さんは、早朝の5

時に友人3人と来庁し8時半まで庁舎玄関前で待って

いたそうです。また同氏は、県内外の神社仏閣等を

バイクでまわるのが趣味で、遠くは福島県や埼玉県

の方まで足を伸ばし、年間2万kmも走破するそうで

す。昭和34年からバイクに乗っているベテランライ

ダーは、常に無事故無違反の安全運転に心がけてい

るセフティーライダーです。今日も本橋さんは、愛

車と共に颯爽と走っていることでしょう。

早朝5時に来庁、「桜川市 い １」をゲット

 

記
念
の
ナ
ン
バ
ー
を
愛
車
に
付
け
て
、
ご
機
嫌
の
本
橋
久
夫
さ
ん

「男のクッキング教室」を開催

 

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
手
打
ち
そ
ば
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
参
加

者
の
み
な
さ
ん

茨城県ちびっこ野球選手権大会でベスト８入り
茨
城
県
ち
び
っ
こ
野
球
選
手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た

し
た
、
樺
穂
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
の
み
な
さ
ん

　真壁福祉センター調理室において、「男のクッキン

グ教室」が開催されました。これは、「手打ちそばを

作ってみませんか。」と、桜川市食生活改善推進員協

議会真壁支部の呼びかけにより行われたもので、当

日は38名の男性が参加。参加者は、講師から食生活

と健康についての話を聞いたり、慣れない手つきで

地粉を使った手打ちそば・そばがき、天ぷら・麺つ

ゆ等を作って、一生懸命実習にチャレンジしました。

どのテーブルでも、力をあわせて麺を打っている姿

がとても印象的でした。参加者からは、「みんなと一

緒にできてとても楽しかった。」「回数をふやして欲

しい。」などの声が聞かれました。

　那珂市の那珂総合公園野球場と多目的広場軟式野

球場をメイン会場に、「タカノフーズ杯第25回茨城

県ちびっ子野球選手権大会」に、本市から岩瀬キン

グタイガー（岩瀬地区）と樺穂ブルージェイズ（真

壁地区）が参加しました。大会には、開催地代表2チ

ームと県内4地区からの代表46チームの計48チーム

が参加して、3日間にわたり熱戦が繰りひろげられま

した。結果、樺穂ブルージェイズがベスト８入りを

果たしました。これからの両チームの活躍が期待さ

れます。

News & Topics ニュース＆トピックス
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夫
婦
茶
碗

　
「
犬
猫
の
夫め

お
と婦

で
に
や
わ
ん
」
は
、
似
合

わ
な
い
組
み
合
わ
せ
を
、
ニ
ャ
ー
と
ワ
ン
に

か
け
た
江
戸
時
代
の
し
ゃ
れ
。「
め
お
と
」

は
「
め
」
が
妻
・
女
、「
お
と
」
が
夫
・
男

を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

　
「
め
お
と
」
が
上
に
つ
い
た
言
葉
で
は
、

男
女
・
雌
雄
の
一
対
を
指
す
ケ
ー
ス
と
し
て
、

男
女
一
組
み
の
人
形
「
夫
婦
雛び

な

」
雌
雄
二
羽

が
連
れ
立
っ
て
飛
ぶ
「
夫
婦
烏か

ら
す」、

夫
婦
の

よ
う
に
二
つ
並
ぶ
「
夫
婦
松
」「
夫
婦
岩
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
男
と
女
の
双ふ

た

ご子

「
女め

お

と

ご

夫
子
」
も
似
た
ケ
ー
ス
で
す
。

　

同
じ
形
と
デ
ザ
イ
ン
で
大
が
夫
用
、
小
が

妻
用
な
の
が
「
夫
婦
茶
碗わ

ん

」。
男
女
の
一
対

と
と
も
に
大
小
の
一
対
で
も
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
を
一
つ
に
結
ぶ
ケ
ー
ス
で
は
二
分
し

た
袋
の
一
方
に
銭
、
片
方
に
銭
以
外
の
も
の

を
入
れ
る
「
夫
婦
巾き

ん
ち
ゃ
く

着
」、
二
つ
の
木
材
を

つ
な
ぐ
た
め
に
、
両
端
を
と
が
ら
せ
た
「
夫

婦
釘く

ぎ

」
な
ど
の
言
葉
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
を
み
て
も
、
切
っ
て
も
切

れ
な
い
も
の
は
夫
婦
の
き
ず
な
。
11
月
22
日

は
、「
い
い
夫
婦
の
日
」（
１い

い１
・
２ふ

う
ふ２

、
㈶

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
１
９
９
８
年
に
制

定
。）
で
す
が
、
い
つ
も
い
い
夫
婦
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。　

　
　
　

       【
岩
瀬
俳
句
会
「
河
」】

音
立
て
ぬ
生
活
に
も
馴
れ
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
か
子

ふ
た
り
し
て
八
十
路
の
夏
を
つ
よ
く
生
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
よ
し
を

大
中
州
呑
む
で
台
風
去
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桧
佐　

て
る

意
に
添
は
ぬ
物
を
ま
と
ひ
て
秋
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

は
る

た
か
ぶ
り
の
後
の
術
な
き
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

フ
ク

黙
読
の
突
如
鳴
き
出
す
夜
の
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
代
み
ち
代

眠
ら
れ
ぬ
夜
に
追
ひ
討
つ
猪
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

啓
治

待
つ
と
言
ふ
身
の
落
ち
付
か
ず
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

い
し

人
恋
ふ
る
齢
遙
か
に
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
山
ひ
ろ
子

虫
し
ぐ
れ
眠
れ
ぬ
宵
の
窓
を
開
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
喜
与
子

稔
り
田
の
う
ね
り
大
き
く
市
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
き
し
の

     【
茂し

げ
や
ま山

俳
句
会
】

山
寺
の
古
色
に
溶
け
て
秋
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　

信
子

父
の
呼
ぶ
二
度
目
は
怒
声
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

芳
江

検
診
の
夫
を
気
遣
ふ
極
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
関　

く
に

非
常
口
な
き
向
日
葵
の
迷
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
沢
静
夫

一
病
も
息
災
と
い
う
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　

祥
雲

点
滴
の
滴
り
見
上
ぐ
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

幸
子

ア
ロ
ハ
着
て
外と

つ
く
に国

知
ら
ぬ
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
倉　

寂
峰

百
日
紅
墓
地
を
真
下
に
咲
き
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
崎　

い
ま

た
く
ま
し
き
帰
省
の
孫
の
寝
相
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見　

菊
江

流
行
ら
な
い
カ
ン
カ
ン
帽
の
似
合
ふ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

秀
子

姫
蓮
の
夢
見
る
さ
ま
に
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林　

て
る

夕
立
に
土
も
息
し
て
ゐ
る
気
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
沢
幸
子

西
瓜
切
る
四
人
き
ょ
う
だ
い
ま
だ
欠
け
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
坂　

洋
子

上
人
の
遊
行
の
像
や
向
日
葵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

文
子

子
ら
も
み
な
集
ひ
て
さ
や
か
盆
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

キ
ク

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
切
る
一
瞬
の
大
西
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

繁
子

ハ
ミ
ン
グ
に
乗
っ
て
香
水
か
す
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

健
作

白
地
着
し
夫
の
米
寿
に
乾
杯
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ふ
み
い

血
袋
を
さ
げ
て
薮
蚊
が
弥
陀
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

海
童

虫
捕
り
の
径

こ
み
ち

幾
筋
休
暇
果
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山　

    

昭

       【
真
壁
短
歌
会
】

青
田
風
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
吹
き
込
み
て

色
な
き
風
の
み
ど
り
に
ぞ
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

君
江

イ
ン
パ
ー
ル
に
還
ら
ぬ
夫
の
骨
箱
の

軽
き
に
泣
き
し
叔
母
も
逝
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

次
雄

花
終
え
し
草く

さ
ふ生

ふ
る
わ
せ
地な

い震
過
ぎ
て

余
生
の
如
き
静
け
さ
も
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

栄
子

十
日
か
か
り
や
っ
と
穂
揃
う
我
が
稲
田

白
き
花
満
ち
吹
く
風
清
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

要

露
光
る
稲
田
は
早
も
穂
を
垂
れ
て

広
野
に
み
つ
る
豊
作
の
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
村　

ヤ
ス

盆
参
り
に
足
の
弱
り
し
義あ

ね姉
み
え
て

父
の
遺
影
を
し
ば
し
眺
め
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

英
子

盂
蘭
盆
の
供
花
に
一
本
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

高
く
香
り
て
凛
と
咲
き
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

和
子

さ
ま
ざ
ま
な
虫
の
音
響
く
そ
の
中
に

こ
ろ
こ
ろ
聞
こ
ゆ
る
音
色
愛
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
と
よ
子

伐
り
詰
め
る
辛こ

ぶ
し夷

の
幹
に
こ
ぞ
り
生
う

赤
き
芽
吹
き
は
青
空
を
向
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

芳
江

歌
会
よ
り
の
帰
路
に
拡
ご
る
青
田
吹
く

秋
立
つ
風
に
つ
つ
ま
れ
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本
よ
し
子

      【
一
般
投
稿
】

天
と
地
が
覆
り
た
る
あ
の
日
よ
り

六
十
年
は
夢
と
過
ぎ
た
り

　
　
　

真
壁
町ち

ょ
う

東
矢
貝
地
区　

藤
田　

光
義

何
処
や
ら
肩
刺
せ
裾
刺
せ
虫
の
こ
え

母
の
語
り
べ
今
も
思
え
り

　
　
　
　
　

真
壁
町ち

ょ
う

田
地
区　

和
泉　

稲
子

村
人
の
希
ひ
ひ
と
つ
に
阿
弥
陀
堂

改
築
工
事
の
槌
音
響
く

　
　
　
　
　
　
　

今
泉
地
区　

安
達　

悦
子

薄
紙
を
貼
れ
る
様
な
り
白
白
と

半
月
淡
く
西
空
に
浮
く

　
　
　
　
　
　
　

大
泉
地
区　

石
川　

喜
代

息
達
と
沖
縄
料
理
店
に
足
は
こ
び

ゴ
ー
ヤ
料
理
の
珍
品
数
多
し

　
　
　
　
　

西
小
塙
三
地
区　

小
山　

ユ
ミ

      【
ま
か
べ
俚
謡
会
】

黄
金
色
ど
る
夕
焼
け
畔
で

虫
を
舞
い
捕
る
鷺
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　

誠
山

月
も
妬
く
の
か
二
人
の
仲
を

首
を
傾
げ
て
覗
き
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
志
輝
美

宿
の
襖
を
閉
め
て
も
月
が

覗
く
隠
れ
湯
ふ
た
り
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

建
正

新
市
祝
っ
て
艶
や
か
衣
装

映
す
名
月
桜
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　
　

哲
人

桜
川
文
芸

俳　

句

短　

歌

俚　

謡

　

桜
川
市
の
門
出

　
　
　
　
　

上
城
地
区　

や
ま　

た
か
し

街
に
村
に
菊
の
花
が
咲
き
乱
れ

野
に
山
に
収
穫
の
喜
び
が
充
ち
あ
ふ
れ

真
壁　

大
和　

岩
瀬
の
二
町
一
村
が

桜
川
市
と
し
て
今
誕
生
し
た
十
月
。

市
の
中
央
を
流
れ
る
桜
川
は

美
し
く
も
ゆ
た
か
に
流
れ
て

青
空
に
そ
び
え
る
筑
波
の
峯
は

川
面
の
さ
ざ
波
に
ゆ
れ
て
は
映
え
る
。

あ
あ
桜
川
市

未
来
に
夢
と
希
望
を
ふ
く
ら
ま
せ

平
成
十
七
年
の
こ
の
吉
き
日
に

豊
穣
の
大
地
の
上
に
新
し
き
第
一
歩
を

足
音
も
高
ら
か
に
歩
み
始
め
た
の
だ
。

投
稿
詩
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桜
川
市
歴
史
民
俗

　
　

資
料
館
の
紹
介

　

こ
ん
に
ち
は
。
桜
川
市
歴
史
民

俗
資
料
館
で
す
。

　

桜
川
市
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
い
、
様
々
な
活

動
を
通
し
て
市
民
の
皆
様
に
ご
紹

介
し
て
参
り
ま
す
。

　

桜
川
市
っ
て
ど
ん
な
所
？
そ
う

し
た
質
問
に
、「
私
た
ち
の
市
は

こ
う
い
う
土
地
柄
で
、
こ
う
し
た

歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
故
郷

で
す
。」
と
、
市
民
の
皆
様
が
誇

り
を
持
っ
て
語
れ
る
よ
う
、
数
多

く
の
豊
か
で
正
確
な
情
報
を
お
伝

え
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
本
館
の
自
己
紹
介
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

資
料
館
の
本
館
は
、
旧
真
壁
町

の
市
街
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
に
笠
間
藩
の
出
張
所
「
真

壁
陣
屋
」
が
置
か
れ
て
い
た
所
で

す
。
明
治
時
代
以
後
、
役
場
や
小

学
校
の
敷
地
と
な
り
、
現
在
は
、

真
壁
中
央
公
民
館
東
側
の
一
画
に

建
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
53
年
の
誕
生
で
、
延
床
面

積
３
０
４
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
階
建
。
展
示
室
は
２
階
の

１
０
９
㎡
で
、１
階
に
は
事
務
室
、

学
習
室
兼
資
料
室
が
あ
り
ま
す
。

入
館
は
無
料
で
、
月
曜
日
と
祝
日

が
休
館
日
で
す
。
主
な
仕
事
は
、

①
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存

②
歴
史
や
文
化
の
調
査
研
究

③
様
々
な
展
示
会
の
開
催

④
各
種
講
座
や
授
業
参
加

な
ど
で
す
。

　

昔
の
こ
と
で
こ
ん
な
こ
と
が
知

り
た
い
、
家
に
あ
る
古
い
も
の
や

古
文
書
に
つ
い
て
調
べ
て
欲
し

い
、
と
い
っ
た
質
問
や
、
こ
の
地

区
に
は
昔
か
ら
こ
ん
な
行
事
が
あ

っ
た
、
こ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
た
け

れ
ど
、
記
録
に
残
し
て
伝
え
た
い

な
ど
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
茨
城
県
内
外
の
博
物
館

や
市
町
村
が
刊
行
し
た
書
籍
も
数

多
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
調

べ
も
の
や
学
習
の
資
料
集
め
に
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
徐
々
に
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
予

定
で
す
。

　

電
話
番
号
と
℻
は
右
の
と
お
り

で
す
。
場
所
の
地
図
は
下
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
ご
来
館
の
前
に

電
話
等
で
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け

る
と
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
ご
利
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
そ
の
他
の
施
設
や
文

化
課
の
仕
事
に
つ
い
て
も
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

No.1
☎　0296-55-0556
FAX 0296-20-7108

桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
室
（
二
階
）
の
模
様

桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
地
図

真
壁
中
央
公
民
館
東
側
の
一
画
に
あ
る
桜
川
市

歴
史
民
俗
資
料
館
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BOOK INFORMATION

夕凪の町　桜の国　　　　　　　　

言葉の力を贈りたい　　　　　　　

野の花をあなたに　　　　　　　　

続・詩歌の待ち伏せ　　　　　　　　

憲法を変えて戦争へ行こうという

　世の中にしないための18人の発言

羊の宇宙　　　　　　　　　　　　

優しい音楽　　　　　　　　　　　　

わたしは生きていける　　　　　　　

心が雨漏りする日には　　　　　　　

リトルボーイ　　　　　　　　　　　

シャガールと木の葉

【今月のおすすめ図書】

こうの　史代

ねじめ　正一

京篠　京子

北村　　薫

井筒和幸他17名

夢枕　　獏

瀬尾　まいこ

メグ・ローブフ

中島　らも

古本直志郎

谷川俊太郎

新 刊 図 書 内案

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－58－7117

すらすら読める　源氏物語　上巻
瀬戸内寂聴

《児童図書》
おはなしと料理がいっしょに楽しめる！

　おはなしりょうりきょうしつ（１～１０巻）

ロックバンドの夢伝説（１～５巻）　　

《一般図書》
葉っぱのフレディ（いのちの旅）　　　　

涙があふれるいのちの言葉　　　　　　

硝子のハンマー　　                     　　

ずーっといっしょ　　　　　　　　　　

あの夏、風の街に消えた　　             　

スパイク　　　　　　　　　　　　　　 

子どもが育つ親子あそび365・スティーブ＆ルース・ベネット　　

子どもを叱らずにすむ方法おしえます・スティーヴ・ビダルフ 　

子育てプロジェクト！

【今月のおすすめ図書】

寺村輝夫　作　

岡本颯子　絵

緒方邦彦　

レオ・バスカーリア作　　みらい なな　訳

日高あつ子

貴志祐介

伊集院静・堂本剛

加納諒一

松尾由美

矢羽野薫　訳

管康彦　訳

石黒彩

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－75－0344

だいすきミステリー　全10巻

《児童図書》
こっぱみじんの恋　　　　　　　　　

世界の文字と言葉入門（全８巻）　　　　

ねがいぼしかなえぼし

ぼくのペットはドラゴン　

クレヨン王国シリーズ（１～７巻）

ことばの探検シリーズ（１～８巻）

《一般図書》
駆けこみ交番　　　　　　　

黙の部屋　　　　　　　　　

たば風　　　　　　　　　　　

弘
ひ ろ み

海（息子が海に還る朝）

最後に咲く花

弥勒の掌　　　　　　　　　　　　　

ヤンボコ　　　　　　　　　　　　　

再生巨流

【今月のおすすめ図書】

米本りか

内田麟太郎

中村景児

福永令三・三木由紀子

乃南アサ

折原　一

宇江佐真理

市川拓司

片山恭一

我孫子武丸

義家弘介

楡　周平

貸出期間　本：２週間（1人5冊）/
　　　　　ビデオ：１週間（１人１本）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－55－0159

天国で君に逢えたら
飯島夏樹

真壁中央公民館図書室

岩瀬中央公民館図書室

大和中央公民館図書室
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茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
を
設
け
て
、
個

人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　

こ
の
税
金
は
、
個
人
が
事
業
を

行
う
際
に
、
道
路
な
ど
の
公
共
施

設
の
利
用
や
保
健
衛
生
な
ど
各
種

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
税
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
個
人
事
業
税
は
、
納
期
を

二
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま

も
な
く
定
期
課
税
第
二
期
分
の
納

期
が
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。

　

定
期
課
税
第
二
期
分
の
納
期

は
、
11
月
21
日
（
月
）
か
ら
11
月

30
日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
の
方
法
は
、
県
税
事
務
所

か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
に
よ

り
、
県
税
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り

の
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
の
最
終

日
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
納
付
さ

れ
ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
県
税
事

務
所
（
☎
０
２
９
６-

24-

２
２
１

１
）   

　
　
　
　
　

桜
川
市
教
育
委
員
会

〜
二
宮
尊
徳
翁
の
ま
ち
づ
く
り
仕

　

法
を
学
び
ま
せ
ん
か
〜

■
期
日
／
11
月
26
日
（
土
）　

10:

00
〜

■
場
所
／
栃
木
県
真
岡
市
民
会
館

■
募
集
人
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
締
め
切
り
／
11
月
14
日
（
月
）

■
申
込
先
／
桜
川
市
教
育
委
員
会

文
化
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１

１
１
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　

茨
城
運
輸
支
局 

　

自
動
車
検
査
証
等
の
住
所
変
更

に
係
る
申
請
手
数
料
は
い
ず
れ
も

無
料
で
す
が
、
申
請
書
用
紙
代
金

（
１
０
０
円
未
満
）
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
現
在
お

持
ち
の
自
動
車
検
査
証
等
は
、
旧

住
所
の
ま
ま
で
も
有
効
な
自
動
車

検
査
証
と
し
ま
す
。

　

抹
消
登
録
申
請
の
際
に
、
住
所

の
変
更
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

変
更
申
請
を
同
時
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
移
転
登
録
（
名
義
変

更
）
申
請
の
際
に
も
、
住
所
の
変

更
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
新
市

で
発
行
さ
れ
た
「
住
所
変
更
の
証

明
書
」
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
住
所
へ
の
書
き

換
え
は
、
申
請
に
よ
り
い
つ
で
も

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。          

申
請
に
必
要
な
書
類
等                        

■
登
録
自
動
車
／
自
動
車
検
査
証
、

新
市
で
発
行
さ
れ
た
住
所
変
更
の

証
明
書
、
変
更
登
録
申
請
書
（
Ｏ

Ｃ
Ｒ
シ
ー
ト
第
1
号
様
式
）、
印

鑑
（
た
だ
し
、
代
理
人
が
申
請
す

る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

■
自
動
二
輪
車
（
排
気
量
２
５
０

CC
を
超
え
る
も
の
。）
／
右
記
、

登
録
自
動
車
に
同
じ
。

■
軽
二
輪
自
動
車
（
排
気
量
１
２

６
CC
〜
２
５
０
CC
ま
で
。）
／
軽

自
動
車
届
出
済
証
、
新
市
で
発
行

さ
れ
た
住
所
変
更
の
証
明
書
、
軽

自
動
車
届
出
済
証
記
入
申
請
書
、

印
鑑

■
問
合
先
／
茨
城
運
輸
支
局
土
浦

自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
〒
３

０
０
─０
８
４
７
土
浦
市
卸
町
２
─

１
─３
・
☎
０
２
９
─８
４
２
─８

１
１
１
）

〜
身
近
に
あ
る
文
化
財
建
造
物
を

守
り
、
楽
し
む
〜

　
　
　
　
　

桜
川
市
教
育
委
員
会

　

桜
川
市
真
壁
町
に
あ
る
登
録
有

形
文
化
財
建
造
物
１
０
４
棟
の

内
、
10
棟
を
一
般
公
開
い
た
し
ま

す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）　　

10:

00
〜
15:

00

■
駐
車
場
／
高
上
町
駐
車
場
（
有

料
）、
桜
川
市
真
壁
庁
舎
駐
車
場
、

旧
真
壁
駅
駐
車
場

■
受
付
／
高
上
町
駐
車
場
（
パ
ン

募　

集

税

お
知
ら
せ

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
い
た
し
ま
す
。） 

関
連
行
事                      

・
ぶ
ら
っ
と
真
壁 

き
も
の
de
探
検

隊
／
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き

も
の
を
着
る
習
慣
を
つ
く
る
協

議
会
」
茨
城
支
部
事
務
／
問
合

先
：
☎
０
２
９
６-

55-

１
０
９

２ 

・「
真
壁
の
町
を
撮
る
」
大
撮
影

会
／
主
催
：
全
日
本
写
真
連
盟

茨
城
県
本
部
・
朝
日
新
聞
社
／

問
合
先
：
☎
０
２
９
６-

28-

２

０
８
５ 

・
文
化
協
会
茶
道
部
茶
席

■
問
合
先
／
桜
川
市
教
育
委
員
会

文
化
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１

１
１
・
内
線
３
１
４
）

　
　
　
　
　
　

茨
城
県
知
事
公
室

　

女
性
と
男
性
が
、
互
い
を
認
め

合
い
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
は
、
21
世
紀
の
最
重
要

課
題
で
す
。

　

県
で
は
、
毎
年
11
月
を
男
女
共

同
参
画
推
進
月
間
と
し
て
、
男
女

共
同
参
画
に
対
す
る
県
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
月
間
中
に
お
け
る
市
町
村
等
の

主
な
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　
　

   

男
女
共
同
参
画
を
目
指
し
て
（
講

演
会
） 　

                  

･
開
催
日
時
／
11
月
20
日
（
日
）

　

13:

30
〜
15:

00

･
講
師
／
川
上
美
智
子
（
茨
城
キ

　

リ
ス
ト
教
大
学
教
授
）

･
開
催
場
所
／
下
妻
市
立 

図
書
館

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
５

･
開
催
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）

　

13:

00
〜
15:

00

･
内
容
／
絵
の
展
示
、
作
文
の
発

　

表
、
寸
劇
（
笠
間
げ
ん
こ
つ
劇

　

団
）

･
講
演
会
講
師
／
吉
田
京
子
（
龍

　

ヶ
崎
市
商
工
会
）

･
開
催
場
所
／
笠
間
市
中
央
公
民

　

館                                       

平
成
17
年
度
つ
く
ば
男
女
共
同
参

画
会
議
・
つ
く
ば
男
と
女
（
み
ん

な
）
の
つ
ど
い
２
０
０
５　
　
　

 

･
開
催
日
時
／
11
月
20
日
（
日
）

　

13:

00
〜
16:

00

･
基
調
講
演
講
師
／
河
合
正
男
（

　

前
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
）

･
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
門
脇
厚

　

司
（
筑
波
学
院
大
学
学
長
）

･
開
催
場
所
／
筑
波
学
院
大
学

い
い
夫
婦
の
日
普
及
啓
発　
　

･
開
催
日
時
／
11
月
23
日
（
水
）

　

11:

00
〜

･
内
容
／
寸
劇
（
は
ら
ん
き
ょ
う

の
会
）

･
開
催
場
所
／
板
東
市
岩
井
体
育

館                                   

い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
・
い
い
パ

ー
ト
ナ
ー
街
角
イ
ベ
ン
ト 　

･
開
催
日
時
／
11
月
11
日
（
金
）

　

19:

00
〜
21:

00

･
内
容
／
寸
劇
（
共
生
の
会
）、

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
、
手
品
な
ど

･
開
催
場
所
／
友
部
町
社
会
福
祉

　

会
館

■
問
合
先
／
茨
城
県
知
事
公
室
女

性
青
少
年
課
（
☎
０
２
９
─３
０

１
─２
１
７
８
・
℻
０
２
９
─３
０

１
─２
１
８
９
）、
県
西
地
方
総
合

事
務
所
県
民
生
活
課
（
☎
０
２
９

６-

24-

２
２
１
１ 

代
表
）

桜
川
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基

礎
知
識
、
マ
シ
ン
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

■
日
時
／
12
月
11
日
（
日
）　

･
第
1
回　

10:

00
〜
12:

00

･
第
2
回　

14:

00
〜
16:

00

※
時
間
厳
守
。
遅
れ
ま
す
と
受
講
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
場
所
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
受
講
資
格
／
高
校
生
（
16
歳
）

以
上
の
方
（
桜
川
市
以
外
の
方
も

受
講
で
き
ま
す
）

■
受
講
料
／
無
料

■
定
員
／
先
着
１
０
０
名
（
1
コ

ー
ス
50
名
）

■
申
込
期
間
／
11
月
20
日
（
日
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」
事
務
所
に
て
直
接
受
付
。

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
の
申

込
は
受
け
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス

カ
」（
☎
０
２
９
６-

75-

６
６
０

０
）

桜
川
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

■
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）　　

12:

30
か
ら

■
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
題
名
テ
ー
マ
／
家
庭
の
日
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
〔
深
め
よ
う 

家
庭

の
き
ず
な
〕

■
主
催
／
青
少
年
育
成
桜
川
市
民

会
議
岩
瀬
支
部
・
桜
川
市
教
育
委

員
会

■
共
催
／
（
社
）
青
少
年
育
成
茨

城
県
民
会
議

■
内
容
／
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
羽

黒
小
吹
奏
楽
演
奏
」、
表
彰
式
、

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
テ
ー

マ
〔
深
め
よ
う 

家
庭
の
き
ず
な
〕、

事
例
発
表
：
少
年
の
主
張
優
秀
作

品
発
表
、
地
域
活
動
発
表
（
富
士

見
台
地
区
）

■
問
合
先
／
桜
川
市
生
涯
学
習
課

（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
）

個
人
事
業
税
第
二
期
納
期

内
納
付
の
お
知
ら
せ

合
併
に
伴
い
住
所
の
表
示

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
自

動
車
検
査
証
等
の
手
続
き

登
録
有
形
文
化
財
建
造
物

の
一
般
公
開

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
に

伴
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会

イ
ベ
ン
ト

平
成
17
年
度
「
家
庭
の
日

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

11
月
の

　

納
税
・
保
険
料

 

市
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単

で
便
利
な
納
付
方
法
と
し
て
、
口

座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

先
月
号
（
創
刊
号
と
お
知
ら
せ

版
）
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
内

容
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂  

正  

箇  

所

●
創
刊
号

「
職
員
４
９
７
人
に
辞
令
を
交
付
」

総
務
部

誤　

総
務
課
長
＝
永
瀬
昇

正　

次
長
兼
総
務
課
長
＝
永
瀬

　
　

昇

●
お
知
ら
せ
版

「
イ
ベ
ン
ト
」

誤　

募
集
期
間
／
11
月
13
日
㈰

　
　

ま
で

正　

募
集
期
間
／
11
月
13
日
㈰

　
　

か
ら お

詫
び
と
訂
正

固
定
資
産
税　
　

 

３
期

国
民
健
康
保
険
税 

６
期

納
期
限
： 

11
月
30
日
（
水
）

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
募
集

12さくらがわ　2005.11.1さくらがわ　2005.11.113



健康推進課（岩瀬福祉センター内）/（☎0296-75-2486）

大和庁舎保健福祉課（☎0296-58-5111　代表）
12月の健診等
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

１２/ ６（火） 献　血 10：00～15：30

１２/ ７（水） 三種混合Ⅰ期ー３回目

H16.12月～H17.5月生

または90か月未満の

未接種者
13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

１２/ ８（木） ＢＣＧ H17.７月～８月生 13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

１２/１５（木）
骨粗しょう症検診結果説
明会

13：15～13：30

１２/１６（金） ２歳児歯科教室 H15.８月～11月生 13：15～13：45 母子健康手帳

１２/２０（火） 遊びの教育 概ね２歳以上 9：30～11：00

１２/２２（木） ３歳児健診 H14.８月～11月生 13：15～13：45 母子健康手帳・問診票等

■会場：大和体力増進センター /該当者には通知いたします。

健 康 ドイ
ガ

12月の乳幼児健診と教室
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

１２/ １（木）

５（月）
三種混合Ⅰ期ー３回目

H16.７月1日～H17.６

月30日生または90か

月未満の未接種者

13：30～14：00

１２/ ６（火）

3か月児育児相談、

ブック・スタート H17.８月生または６か

月未満の未接種者
13：00～13：10

母子健康手帳/出生届時配布

した問診票（３か月児育児

相談：ピンク色の用紙です。

BCG予防接種：ブルーの用紙

です。）
B C G

１２/ ７（水） ★よちよちランド 1.6歳～４歳児未満 10：00～11：00

１２/ ９（金） ２歳６か月児歯科検診 H15.６月～７月生 13：00～13：30

母子健康手帳・タオル・コ

ップ・ハブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）

１２/１２（月） お誕生健診 H1６.12月生 13：00～13：30 母子健康手帳

１２/１３（火） １歳６か月児健診 H16.４月～５月生 13：00～13：30
母子健康手帳/通知した内容

のもの

１２/１４（水）
★キッド・ピクス（開催

場所：岩瀬体育館ラスカ）
２歳～４歳児未満 10：00～11：00

■会場：岩瀬福祉センター（キッド・ピクスを除く）/★印のついている健診・教室は個別通知はいたしません。

対象：旧岩瀬町にお住まいの方

対象：旧大和村にお住まいの方

休日診療当番医
月 日 医療機関名 住 所 ☎ 受付時間

１２/ ４（日） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

９：００

 １７：００

（保険証は

必ず持参）

１２/１１（日） 上の原病院 上野原地新田159-2 7 5 - 3 1 2 8

１２/１８（日） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

１２/２３（金） 上の原病院 上野原地新田159-2 7 5 - 3 1 2 8

１２/２５（日） 友常医院 岩瀬205 7 5 - 2 0 2 3

１２/２９（木） 袖山医院本院 西桜川1-43 7 5 - 2 0 1 9

１２/３０（金） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

１２/３１（土） 上の原病院 上野原地新田159-2 7 5 - 3 1 2 8

※県西総合病院は、全休日・休日当番を行っています。

保健福祉課（真壁保健センター内）/（☎0296-54-1171）
12月の健康づくりカレンダー
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 備 考

１２/ １（木） ２歳児歯科教室 ※H15.10月～12月生 13：10～13：30

１２/ ５（月）

すくすく育児相談 10：00～11：00 身体測定等

すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間

づくり

１２/ ８（木）
ポリオ１回目

ポリオ２回目

H17.６月～７月生

H17.２月～３月生

13：30～14：00

13：30～14：00

１２/ ９（金）
三種混合Ⅰ期初回̶2回目

三種混合Ⅰ期追加

H17.４月～５月生

H16.２月～４月生

13：30～14：00

13：30～14：00

１２/１２（月） いきいき健康相談 10：30～11：00 健康管理・病気に関する相談

１２/１３（火） こころのデイ・ケア 9：30～11：30
要予約/社会参加力をつける

活動

１２/１４（水） マタニティクラス Lesson３ 9：15～12：00 要予約

１２/１５（木） ３歳児健診 ※H14.８月～10月生 13：10～13：30

１２/１９（月） すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間

づくり

■会場：真壁保健センター
※２歳児歯科教室・３歳児健診の対象者を合併による調整のため一部変更いたします。
　なお変更該当者には個人通知いたします。

対象：旧真壁町にお住まいの方

休日診療当番医
月 日 医 療 機 関 名 住 所 ☎ 受 付 時 間

１２/ ４（日） なかはら整形外科 飯塚496-1 2 3 - 9 9 5 5 ９：００

 １５：３０

（保険証は

必ず持参）

１２/１１（日） 安達医院 田296 5 5 - 0 0 6 1

１２/１８（日） 宮本医院 古城229-1 5 5 - 0 1 0 1

１２/２３（金） 大塚医院 亀熊1900 5 5 - 0 5 1 2

１２/２５（日） 塚田医院 飯塚97-1 5 5 - 0 5 8 5

12 月 分

〜

〜
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あ
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風
景
」
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【表紙】6秒73の世界記録を樹立！
　合併前の9月23日（日）、旧岩瀬町
総合運動公園で「第６回世界みか
げ石引き選手権大会」が開催され
ました。当日は、126名が参加。
３人１組でみかげ石を25㍍引っ張
り早さを競いました。ミートパビ
リオンチーム（写真）の皆さんが
６秒73を記録し、一昨年の世界記
録７秒21を更新しました。

師
もろおか

岡　佑
ゆうま

真ちゃん （右・1歳1ｶ月）
  平成16年９月18日生

師岡　彩
さやか

加ちゃん （左・5歳2ｶ月）
  平成12年８月17日生

【お父さん】　英　夫さん　【お母さん】　由美子さん
【お住まい】　長方地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　彩加は、幼稚園が大好き♥ お友達いっぱいつくっ
てね。佑真は、お姉ちゃんが大好き♥ 一緒にあそん
で～！

雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
０
６

雨
引
の
里
と
彫
刻
実
行
委
員
会
市
報
係

　

こ
の
展
覧
会
は
、
こ
れ
ま
で
旧

大
和
村
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

5
回
に
わ
た
り
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
来
年
の
4
月
1
日
㈯
か

ら
6
月
4
日
㈰
ま
で
、青
木
地
区
・

高
森
地
区
・
羽
田
地
区
を
舞
台
に

「
雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
０
６
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
彫
刻
家
が
作
品
設
置
を

希
望
し
て
い
る
場
所
の
地
権
者
の

方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
設
置
場
所

が
ほ
ぼ
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
作
家
が
作
品
の
準

備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

作品名「Land/Earth」

　
　
　
　
　

作
者
：
小
日
向
千
秋

  

土
と
土
地
に
着
目
し
た
こ
の
作

品
は
焼
成
し
た
土
と
雑
草
の
生
え

た
生
の
土
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
焼
成
し
た
土
は
文
明
の
象
徴

で
あ
り
そ
れ
を
取
り
巻
く
草
の
ベ

ッ
ド
は
自
然
の
象
徴
で
す
。
こ
の

鳥
瞰
で
き
る
島
の
よ
う
な
作
品
の

中
に
文
明
と
自
然
か
ら
な
る
一
つ

の
小
さ
な
世
界
を
表
現
し
よ
う
と

試
み
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
は

ほ
ぼ
す
べ
て
土
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
土
は
私
た
ち
の
生
活

を
を
支
え
て
く
れ
る
基
礎
で
あ

り
、
様
々
な
も
の
を
生
み
出
す
母

な
る
大
地
で
す
。
し
か
し
時
と
し

て
土
は
脅
威
に
も
成
り
う
る
こ
と

を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
今
、
も
う
一
度
、
土
と

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
土
が
か
た

る
声
に
耳
を
傾
け
た
い
と
思
い
、

制
作
し
た
も
の
で
す
。

ア
ト
リ
エ
便
り

〜「
雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
０
６
」

作
品
紹
介
〜

大山　凌
りょうたろう

大朗ちゃん （下・1歳）
  平成16年10月22日生

大山　莉
り せ

聖ちゃん （上・2歳7ｶ月）
  平成15年３月12日生

【お父さん】　裕　一さん　【お母さん】　輝　美さん
【お住まい】　真壁町

ちょう

白井地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                  

　子供達のおかげでわが家では、毎日楽しく過ごし
ています。相手のことを思いやれる、素直で優しい
子に育って欲しいです。これからも仲良くね。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　
（
☎
０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わが家の笑顔


